
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
皆
様
お
元
気
で
過

ご
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
来

年
の
夏
ま
つ
り
を
ご
一
緒
に

参
加
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

【 

～
第
二
仁
生
園
の
夏
ま
つ
り
の
様
子
～ 

】 
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ご
来
賓
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
団
体
の

皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
日
清
医
療
食
品

株
式
会
社
様
、
そ
し
て
多
く
の
利
用
者
様
と
ご
家

族
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
無
事
に
夏

ま
つ
り
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き 

仁
生
園
夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
長 功

刀 

裕
太 

 

 仁生園・第二仁生園で夏まつりを開催  
             夏の夜空の下、大いに楽しみました 

 

 

 

 

 

 

当
日
は
台
風
接
近
と

い
う
あ
い
に
く
の
天
気

で
、
今
年
度
も
屋
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
行
き
届
か
な
い
点

も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま

す
が
、
こ
の
日
の
た
め

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て 

  準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。 

 

ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
「
こ
れ
か
ら
音
頭
」

や
「
盆
踊
り
」
の
練
習
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

当
日
も
夏
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

  

ֺɓɫȠ̈ ǵ  
ǲȏȒƼ ̝ὗ ƽ 

ǑϷ Ǳ ǘṶǮẃȅ
ǫȑǵ₫ ǘǮǠ  

∆ ǲȏȒ 
ȬȽɶ Ả 

ϮǞǋ ǯ ṶǮ
̝ḹǓӋȆ ȅȓȅ
ǞǦ 

ᾛῬқẞ ǲȏȒ 
ȷɄɶȶ 

ǒǞǋ ș˧Ǐ
Ǧ Ǳ Ƴ ʴƲ
ѫ ȉ ȑǮ
ǺЊȑ֓қ!! 

Ӕ ⁸
ȉǑ Ǟǖǧ
ǜǋȅǞǦ 

GOLF ╠ ǲȏȒ 
ɜȶɁȭ  

ǒȐ ȋȷɄɁȫǓ
їǭǔǦȑƲȷȩɶɓǵ
Ǔ ẀȖǪǦȑ

ș˧ǏǱǓȐǵ Ǟǋȵ
ɥɶǮǞǦ!! 

ȏǜǚǋ 
Ƽ Ởƽ  
һǋǵǉȒȏǜ
ǚǋǮ ȑʣǓ
ȑȅǞǦ  
ἧș ǨƲ̝

ḹȉЋᴣ֓қǮ
ǠƮ 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 

Ȯ
ɩ

ɕ
ə

ɞ 

ȋ
Ǡ
Ȑ
Ǖ 

  

ѩ

˲
ə

ɞ 

˴

ᶸ 

  

 
 

Ҋ
 

 

 

 

 

 

 

ǛẺ ǵᾶְ 
˹₴ȉ ǔǤ
Ƿɵ˹′ ɵ
ɵȋǠȐǕ
ȩɪɶɵȿɥ
ȱɎɈɈǱǰ
ȑǧǖǜȚƳ
ȖǋȅǞǦ! 

 

 
7 29 Ẏ̝ 
├ǲǱǪǭǋǦ

Ƴǚǵ ȉẅ ǲ
ȖȓⱲ ǞȅǞǦǓ ˗
σƳ 
˹₴ȉɈȢɢȪɧǲ
Ƴẅ ȆșǞǱǓȐƲ

ǔȓǋǱ ș ǞȆȅ
ǞǦƳ 

 

 

 

 

五
月
五
日(

日)

、
野
点
を
行
い
ま

し
た
。
野
点
の
傘
と
敷
物
を
設
置
し

て
風
情
を
感
じ
る
会
場
に
。
そ
し
て

職
員
が
着
物
で
お
も
て
な
し
。
お
茶

や
和
菓
子
に
舌
鼓
を
打
ち
、
会
話
も

弾
み
ま
す
。
「
着
物
を
着
て
綺
麗
だ

ね
」「
和
菓
子
や
お
茶
が
美
味
し
い 

 

 
 

 

ね
」
と
い
う
声
が
き
か
れ
、
笑
顔
溢
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。 

 
 

Ẏ

Ҳ
̝ 

 

五
月
二
十
六
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
し
た
。
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て

の
対
抗
戦
で
す
。 

最
初
の
競
技
は
「
ボ
ー
ル
回
し
」
。

利
用
者
様
同
士
協
力
し
次
々
と
ボ

ー
ル
を
運
び
紅
組
が
勝
ち
ま
し
た
。 

 

次
に
玉
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
職

員
の
持
つ
箱
に
向
か
っ
て
一
つ
で

も
多
く
入
れ
よ
う
と
時
間
を
忘
れ 

  

て
投
げ
、
こ
れ
ま
た
紅
組
の
勝
ち
！ 

最
後
は
職
員
に
よ
る
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
。
必
死
の
応
援
に

よ
り
白
熱
し
た
勝
負
と
な
り
ま
し
た
が
紅
組
勝
ち
。 

総
合
優
勝
は
紅
組
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し
た
。 

  

ご
家
族
様
か
ら
す
い
か
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
わ
ぁ
、
こ
れ
は
立
派
な
す
い
か
だ
ね
」
と
利
用
者
様
も
職

員
も
大
喜
び
。
皆
さ
ん
で
す
い
か
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
、

一
―
三
班
で
は
す
い
か
割
り
を
行
う
こ
と
に
。
目
を
隠
し
、 

周
囲
の
応
援
の
声
を
頼
り
に
「
え
い
！
！
」
な
か
な
か
割

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
方
は
い
た

よ
う
で
す
。 

  

夏
バ
テ
に
効
果
が
あ
る
す

い
か
。
レ
ク
を
楽
し
ん
だ
後

は
、
皆
さ
ん
で
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

ʴ

 
 

 

お
天
気
の
よ
い
五
月
下
旬
、
ド
ラ

イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。
途
中
、
職

員
の
親
戚
の
畑
に
お
邪
魔
し
て
わ
ら

び
や
蕗
を
採
り
ま
し
た
。
景
色
も
よ

く
、
爽
や
か
で
気
持
ち
の
良
い
ド
ラ

イ
ブ
で
し
た
。 

 

ẃ

ὤ

̝ 
 

 

六
月
八
日
（
土
）
、
富
士
見

町
に
あ
る
鹿
の
湯
に
て
家
族
会

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
も
た
く

さ
ん
の
ご
家
族
様
に
参
加
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
や
食
事
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

や
す
ら
ぎ
で
は
年
三
回
の
家

族
会
が
あ
り
、
毎
回
ア
ッ
ト
ホ 

ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。 

ǚȓǒȐ  
ȑ 

ƲЋᴣ͈טּ₴
֓қǮ ȑȅ
Ǡ!! 
̝ḹʝ̱ǯǱ
ȑƲẎẀ ȑʣ
ǓȑȅǞǦ  
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八
月
三
日
（
土
）
、
例
年
よ
り
も
少
し
遅
い
時
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
が
終
わ
り
令
和
の
年
、
初
と
な
る
今
年
の
夏
ま
つ
り

で
は
、
夏
ら
し
い
催
し
物
を
多
く
取
り
入
れ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
様
、
よ
さ
こ
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
祭
友
会
様
、
和
太
鼓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
根
ふ
る
さ

と
太
鼓
保
存
会
様
の
演
奏
、
ど
れ
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
利
用
者
様
も
参
加
し
て
、
太
鼓
を
叩
い
た
り
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
、
よ
さ
こ
い
で
は
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
と
拍

子
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。 

屋
台
で
は
、
毎
年
人
気
の
串
焼
き
・
焼
き
そ
ば
を
中
心
に

皆
様
か
ら
御
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
ま
で
楽
し
い
夏

の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

夏
ま
つ
り
を
終
え
て 

第
二
仁
生
園
夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
長 

斉
藤 

諒 
 

 

 

六
月
十
一
日
（
火
）
、
北
杜

市
花
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
様

が
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
二
ヶ

月
毎
に
生
花
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。 

今
回
は
プ
ロ
の
実
演
披
露
。 

 

六
月
十
七
日
（
月
）
、
グ

レ
ー
ス
ハ
ウ
ス
Ｉ
Ｎ
小
淵

沢
の
皆
様
が
お
遊
戯
を
披

露
し
て
下
さ
り
、
可
愛
い
手

で
一
生
懸
命
に
リ
ズ
ム
を

と
り
叩
く
姿
に
歓
声
が
沸

き
皆
様
に
っ
こ
り
と
笑
顔

に
な
り
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
時
に
な
り
ま
し
た
。 

   

七
月
の
手
芸
工
作
で
は
、

「
ち
り
め
ん
し
お
り
」
を
作
り

夏
ま
つ
り
に
出
品
し
ま
し
た
。

全
部
揃
え
た
く
な
る
よ
う
な

可
愛
い
し
お
り
は
大
好
評
！ 

 

 

読
書
、
日
記
を
書
く
の
が
楽

し
み
と
の
お
声
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

 

 
 

 

華
麗
な
花
々
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

ἧ

 
 

 

˿
ʣ

 
 

 

 

 

ɓɧȾɱȷ 
  ƼɍȢɑȷȩȷƽ  
ẃǵẅ ȓǲǻǪǦȑƳ
ȷɫɶɄɱɛǵ ǲ
ȍǪǦȑǯǞǦȾɱȷƳ 
ǯǭȉⱲ᷂ȏǋ Ǯ
ǞǦƳ 

 

 

 

ȏǜǚǋƼ ̝֘ƽ  
ȫɪǵǉȒҘ▌ǋ ȑǲ̝ḹȉ
ȑʣǓȑǮǠ ẅ ǲẎǔǱ Ǔ
ǶǦȈǔƲ ǛǦǏǵǉȒȷɄɶȶ
ǮǞǦ  

ȑɵ  
ǯѫ

ǵẐ ǲֻ
ȖǢǭ Ḁ
ș ȑȅǞǦƳ 
ɓȡɈɶɪǵ

ǲ ǜȚ
ǍǪǯȑƳ 

Ƽ ǼȒǜǯẐ  
ͪἭ̝ƽ  

ǮȉҲǔǮȉᶿΏǜȓȒ
Ҙ ǒǪǚȏǖǑ ȑș
ȑʣǙȅǠ ѫ ȉ

֓қǜǢǭǋǦǧǔȅǞǦƳ 

 

 

ᾶְȉẎ  

ǔ Ʋ ǔǤ
ǷƲɓɧɱȭɓɩ
ɆǱǰƲɚɧɱɄ
ȡȠǜȚǲȉǛ
ӲҘǋǦǧǔƲǦ
ǖǜȚ Ǟȅ
ǞǦƳ 
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平
成
三
十
年
度
の
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

事
業
報
告 

一
、
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
の
開
催 

 
 

愛
寿
会
が
運
営
す
る
す
べ
て
の
事
業
の
苦
情
に
対
し
適

切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
第
三
者
委
員
か
ら
な
る
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
委
員
会
受

付
に
よ
る
苦
情
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

二
、
座
位
型
特
殊
浴
槽
購
入 

第
二
仁
生
園
に
お
い
て
既
存
の
も
の
が
老
朽
化
し
故
障

が
多
く
な
っ
た
た
め
、
新
式
の
も
の
に
更
新
し
ま
し
た
。 

三
、
天
井
埋
め
込
み
型
オ
ゾ
ン
脱
臭
装
置
等
の
新
設 

 
 

特
養
三
班
へ
天
井
埋
め
込
み
型
オ
ゾ
ン
脱
臭
装
置
を
設

置
し
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
三
班
へ
入
浴
介
助

装
置
と
、
施
設
全
体
を
対
象
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
二
基
、
介

護
用
３
モ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
を
十
一
台
導
入
い
た
し
ま
し

た
。
一
‐
三
班
に
設
置
し
て
あ
り
ま
し
た
電
気
錠
制
御
盤

の
耐
用
年
数
経
過
の
た
め
更
新
を
い
た
し
ま
し
た
。 

四
、
夏
ま
つ
り
の
開
催 

七
月
二
十
五
日
（
水
）
に
第
二
仁
生
園
で
、
七
月
二
十

八
日
（
土
）
は
仁
生
園
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
好
評
の
屋
台
を
は
じ
め
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
に
て
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

五
、
総
合
防
災
訓
練
の
実
施 

 
 

仁
生
園
で
は
、
山
梨
県
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
北
杜
消
防

署
の
指
導
に
よ
る
消
火
訓
練
と
地
震
体
験
車
に
よ
る
揺
れ

の
体
験
、
水
害
を
想
定
し
て
の
避
難
誘
導
、
レ
ス
キ
ュ
ー

ベ
ラ
ン
ダ
の
操
作
方
法
等
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

第
二
仁
生
園
で
は
非
常
食
を
使
っ
た
炊
き
出
し
訓
練
の

ほ
か
、
北
杜
消
防
署
の
指
導
に
よ
る
通
報
訓
練
、
初
期
消 

 

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
二
時
よ
り
、

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
第
二
百
二
十
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た 

 

火
や
煙
の
中
の
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

六
、
感
染
症
研
修
会
の
実
施 

 
 

六
月
に
「
感
染
性
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
の
高
齢
者
ケ

ア
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
」
、
十
一
月
に
「
感
染

症
の
予
防
と
対
策
」
と
題
し
て
年
二
回
開
催
し
ま
し
た
。 

七
、
不
在
者
投
票
の
実
施 

 
 

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日
（
金
）
山
梨
県
知
事
選
挙

の
不
在
者
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。 

八
、
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催 

 
 

北
杜
警
察
署
交
通
課
長
を
お
招
き
し
「
自
分
の
身
近
に

あ
る
死
の
危
険
」
と
題
し
た
講
習
会
を
実
施
し
、
職
員

各
々
が
交
通
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

九
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
奨
励
金 

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
奨
励
金
を
一
名
に
支
給
し
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。 

十
、
研
究
集
録
の
取
り
ま
と
め 

仁
生
園
の
七
つ
、
第
二
仁
生
園
五
つ
の
研
究
委
員
会

が
、
一
年
間
の
活
動
を
「
研
究
委
員
会
集
録
第
十
二
号
」

に
ま
と
め
発
行
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園 

事
業
報
告 

 

一
、
平
均
利
用
率 

九
五
．
二
七 

％ 
 

 
 

平
均
年
齢 

 
 

九
〇
歳 

一
ヶ
月  

 
 

 

新
規
入
所
者 
四
十
一
名 

 
 

退
所
者 

四
十
五
名 

二
、
入
所
者
の
年
齢
構
成 

 
 

 
 

五
十
代 

一
名
、
六
十
代 

二
名
、
七
十
代 

九
名
、 

八
十
代 

三
十
七
名
、
九
十
代 

七
十
名
、 

百
歳
代 

六
名 

 
 

 
 

最
高
齢
者 

百
六
歳 

三
．
利
用
期
間 

 
 

 

一
年
未
満 

三
十
九
名
、
一
～
二
年 

三
十
五
名 

三
～
四
年 

二
十
三
名
、
五
～
九
年 

二
十
二
名
、 

 

十
年
以
上 

六
名  

  
 

最
長
二
十
年
三
ヶ
月 

四
、
介
護
度
別 

 
 

 

要
介
護
１ 

〇
名
、
要
介
護
２ 

八
名
、 

要
介
護
３ 

三
十
九
名
、
要
介
護
４ 

三
十
九
名
、 

 
 

 

要
介
護
５ 

三
十
九
名 

 
 
 

平
均
介
護
度 

三
．
九 

五
、
看
取
り
介
護  

 
 

 

死
亡
者 

四
十
五
名 

 

看
取
り 

十
八
名 

 

六
、
入
所
待
機
者
に
つ
い
て  

 
 
 
 

入
所
待
機
者 

六
百
十
名 

年
間
新
規
申
込
者 

百
七
十
四
名 

七
、
主
な
取
り
組
み
内
容 

 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上 

・
看
取
り
の
充
実 

・
感
染
症
対
策 

・
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り 

・
チ
ー
ム
ケ
ア
の
充
実 

 

 

第
二
仁
生
園 

事
業
報
告 

一
、
施
設
入
所 

延
べ
利
用
人
数 

 

一
万
七
百
二
十
名 

 

年
間
利
用
率 

  
 

九
七
．
九 

％ 

二
、
生
活
介
護 

 
 

 
 

平
均
四
．
八
六 

三
、
短
期
入
所 

延
べ
利
用
人
数  

八
百
七
十
一
名 

 

年
間
利
用
率 

  

七
一
．
三 

％ 

四
、
計
画
相
談 

 
 

 
 

四
十
一
名 

 
 

五
、
主
な
取
り
組
み
内
容 

 

・
園
内
研
修
の
実
施 

・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
事
故
防
止 

・
日
中
活
動
の
充
実 

・
食
事
関
係
―
食
の
健
康
管
理
、
指
導
の
実
施 

・
健
康
管
理
―
感
染
症
予
防
対
策 

・
環
境
整
備
の
実
施 

・
防
火
防
災
防
犯
対
策 

 

決
算
報
告 

社
会
福
祉
法
人
の
決
算
報
告
は
、
例
年
法
人
が
作
成
す

る
計
算
書
類
（
資
金
収
支
報
告
書
、
事
業
活
動
計
算
書
及

び
貸
借
対
照
表
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
三
十

年
度
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益
は
、
対
前
年
比
〇
．
二
％
減
、

支
出
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
は
四
．
〇
％
の
減 
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～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

～ 

野
点 

～ 

 

五
月
四
日
（
水
）
仁
生
園
一
階
広
場
に
て
野
点
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
赤
い
野
点
傘
と
毛
氈
で
茶
席
を
準
備
し
、
車
椅

子
の
方
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
席
も
用

意
し
ま
し
た
。 

各
班
の
女
性
職
員
が
和
服
に
着
替
え
、
点
て
た
お
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。
窓
か
ら
入
る
新
緑
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
に
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
和
服
姿
の
職
員
と
も
普

段
と
は
違
っ
た
表
情
で
楽
し
ま
れ
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
綺
麗
な
着
物
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
と
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
同
士
で
会
話

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

各
班
共
に
多
く
の
利
用
者
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て

も
和
や
か
で
賑
や
か
な
野
点
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

～ 

第
二
仁
生
園 

防
災
訓
練 

～ 

 

 

六
月
一
日
（
水
）
、
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
訓
練
で
す
が
、
皆
様
落
ち
着
い

て
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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令
和
元
年
六
月
十
三
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り
第
二
回
定
時
評

議
員
会
を
、
午
後
三
時
よ
り
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
一
）
サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
割
合 

マ
イ
ナ
ス
四
．
二
％ 

（
前
年
マ
イ
ナ
ス
八
．
三
％
） 

（
二
）
人
件
費
割
合 

 

七
〇
．
五
％
（
前
年
七
〇
．
二
％
） 

（
三
）
事
業
費
割
合 

 

一
六
．
七
％
（
前
年
十
六
．
九
％
） 

（
四
）
事
務
費
割
合 

 
 
 

九
．
五
％
（
前
年
十
三
．
六
％
） 

財
政
的
に
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
健
全
経
営
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
は
残
額
算
定
の
結
果
、
当
法
人
は
計
画
策

定
の
必
要
が
な
い
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

第
二
回
定
時
評
議
員
会 

（
一
）
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告 

第
二
百
二
十
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
三
十
年
度

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
等
を
行
い
、
評
議
員
会

に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
二
）
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会
の
理
事
及
び
監
事
は
、
定
款
に
よ
り
評
議
員
会

の
決
議
に
お
い
て
選
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
事
一
名
の
退
任

が
あ
り
、
浅
川
力
三
新
理
事
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
他
の
理
事
及
び
監
事
は

再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 臨

時
理
事
会 

定
時
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
理
事
及
び
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
理
事
長
等
の
選
任
を
お
こ
な
い
ま
し 

た
。 

（
一
）
理
事
長
の
選
任
に
つ
い
て 

 

 
 

 
 

小
宮
山
光
彦
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

（
二
）
会
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て 

 
 

 
 

小
澤
澄
夫
理
事
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

（
三
）
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

 
 

清
水
元
義
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

（単位：円） 

科　目 当年度末 前年度末 増　減 科　目 当年度末 前年度末 増　減

001 流動資産 443,324,496    454,469,970    △ 11,145,474011 流動負債 98,701,655     99,654,150     △ 952,495

  01 現金預金 289,955,647    304,712,087    △ 14,756,440  02 事業未払金 63,425,416     60,901,776     2,523,640

  03 事業未収金 123,391,886    121,861,916    1,529,970   03 その他の未払金 8,024          162,671        △ 154,647

  04 未収金 28,143,440     26,158,213     1,985,227   06 1年以内返済予定設備資金借入金 25,340,000     25,340,000     0

  05 未収補助金 143,840        147,320        △ 3,480  08 1年以内返済予定リース債務 7,671,408      11,006,712     △ 3,335,304

  08 貯蔵品 376,046        376,046        0   14 預り金 155,972        190,232        △ 34,260

  15 立替金 570,889        0 570,889   15 職員預り金 2,100,835      2,016,349      84,486

  17 前払費用 662,748        662,748        0   20 仮受金 0 36,410         △ 36,410

  24 仮払金 80,000         551,640        △ 471,640

002 固定資産 1,785,958,087  1,869,307,070  △ 83,348,983012 固定負債 114,988,130    148,125,018    △ 33,136,888

 001 基本財産 1,252,493,063  1,315,555,058  △ 63,061,995  01 設備資金借入金 77,915,000     103,255,000    △ 25,340,000

  01 土地 62,958,814     62,958,814     0   03 リース債務 6,709,050      14,380,458     △ 7,671,408

  02 建物 1,189,534,249  1,252,596,244  △ 63,061,995  07 退職給付引当金 30,364,080     30,489,560     △ 125,480

 002 その他の固定資産 533,465,024    553,752,012    △ 20,286,988

  02 建物付属設備 12,862,230     14,631,643     △ 1,769,413      負債の部合計 213,689,785    247,779,168    △ 34,089,383

  03 構築物 22,475,777     26,470,382     △ 3,994,605

  05 車輌運搬具 3,103,804      5,060,656      △ 1,956,852013 基本金 413,237,802    413,237,802    0

  06 器具及び備品 27,732,359     28,095,353     △ 362,994  01 第一号基本金 413,237,802    413,237,802    0

  08 有形リース資産 13,738,445     23,650,620     △ 9,912,175014 国庫補助金等特別積立金 505,149,765    533,741,842    △ 28,592,077

  09 権利 622,080        589,733        32,347   01 国庫補助金等特別積立金（整備時分） 505,149,765    533,741,842    △ 28,592,077

  10 ソフトウェア 195,581        603,129        △ 407,548015 その他の積立金 420,000,000    420,000,000    0

  11 無形リース資産 469,800        1,597,320      △ 1,127,520  01 建設積立金 370,000,000    370,000,000    0

  16 退職給付引当資産 30,364,080     30,489,560     △ 125,480  02 人件費積立金 50,000,000     50,000,000     0

  18 その他の積立資産 420,000,000    420,000,000    0 016 次期繰越活動増減差額 677,205,231    709,018,228    △ 31,812,997

  20 長期前払費用 1,767,328      2,430,076      △ 662,748  02 (うち当期活動増減差額) -31,812,997    -61,195,537    29,382,540

  22 その他の固定資産 133,540        133,540        0     純資産の部合計 2,015,592,798  2,075,997,872  △ 60,405,074

      資産の部合計 2,229,282,583  2,323,777,040  △ 94,494,457    負債及び純資産の部合計 2,229,282,583  2,323,777,040  △ 94,494,457

貸 借 対 照 表 
  （ 平成31年 3月31日現在 ）

資産の部 負債の部

純資産の部

 



                             

                           

                           

 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等

の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 
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ǀɚɧɱɄȡȠ Ҳǁ ʥֿ  
ɵɪȭɚɧɱɄȡȠƼȂǓȐǒƽ        

ɵɪȭɚɧɱɄȡȠƼȍǡǪǚǵ̝ƽ     

ɵͪ᷇ ẉ ἧ  

ɵǍǦǱǒȅЎɴῗ  

ɵ ɚɧɱɄȡȠƼ ǷȐƽ  

ɵ ǓǖȏǍǒǋ  

ɵǑ ǞȳɛɶɆƼǱǵ ǵ̝ƽ  

ɵɔɩɶɫɶȸ  

ɵ ȽɱȲΣ  

ɵᾛῬ қẞ  

ɵ Ở ǶǱǼǽǔ  

ɵȵɝɁȭəɶɩɅȡɱȮȷ( )  

 

 

ǛӲҘȋǑⱲ ǋșǋǦǧǔƲⱲǒȐ ǞʣǙȅǠƳ 

̉ᴇϷ₴ 5 1 ̉ᴇϷ₴ 8 20  

ǀ ᴜǵǛὫ ǁ ʥֿ  

ɵ ʴ  

ɵ  ǱȒȆ  

ɵᾛᾭ  

ɵGOLF ╠  

ɵɍȢɑȷȩȷ  

ɵ ̝֘  

ɵ ǼȒǜǯẐ ͪἭ̝  

ɵӔ ⁸ ɕɫȶȥȭɆ  

ɵȮɪɶȷɍȤȷ IN ᾛ  

ɵ( )ɝɶɆ  

ɵӔ ӦἬỖᴣ̝  

 

（単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備考

071 介護保険事業収益 682,728,751 674,402,215 8,326,536

076 障害福祉サービス等事業収益 154,449,560 164,298,907 △ 9,849,347

079 その他の事業収益 471,840 475,820 △ 3,980

081 経常経費寄附金収益 200,000 0 200,000

サービス活動収益計(1) 837,850,151 839,176,942 △ 1,326,791

021 人件費 590,768,439 589,387,647 1,380,792

022 事業費 139,894,534 141,422,339 △ 1,527,805

023 事務費 79,919,024 114,434,883 △ 34,515,859

028 減価償却費 91,553,421 96,017,146 △ 4,463,725

029 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 29,216,577△ 32,272,3263,055,749

030 徴収不能額 92,303 0 92,303

サービス活動費用計(2) 873,011,144 908,989,689 △ 35,978,545

△ 35,160,993△ 69,812,74734,651,754

083 借入金利息補助金収益 2,080,610 2,474,660 △ 394,050

084 受取利息配当金収益 48,248 49,001 △ 753

089 その他のサービス活動外収益 3,655,367 1,345,122 2,310,245

サービス活動外収益計(4) 5,784,225 3,868,783 1,915,442

033 支払利息 2,080,610 2,474,660 △ 394,050

038 その他のサービス活動外費用 2,859,233 1,536,880 1,322,353

サービス活動外費用計(5) 4,939,843 4,011,540 928,303

844,382 △ 142,757 987,139

△ 34,316,611△ 69,955,50435,638,893

090 施設整備等補助金収益 624,500 612,000 12,500

091 施設整備等寄附金収益 2,560,916 11,385,166 △ 8,824,250

099 その他の特別収益 0 63,792,918 △ 63,792,918

特別収益計(8) 3,185,416 75,790,084 △ 72,604,668

041 固定資産売却損・処分損 57,302 19,923 37,379

042 国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) 0 △ 12,464 12,464

043 国庫補助金等特別積立金積立額 624,500 612,000 12,500

049 その他の特別損失 0 66,410,658 △ 66,410,658

特別費用計(9) 681,802 67,030,117 △ 66,348,315

2,503,614 8,759,967 △ 6,256,353

△ 31,812,997△ 61,195,53729,382,540

709,018,228 770,213,765 △ 61,195,537

677,205,231 709,018,228 △ 31,812,997

420,000,000 420,000,000 0

420,000,000 420,000,000 0

677,205,231 709,018,228 △ 31,812,997次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

100 基本金取崩額(14)

102 退職給付積立預金取崩額

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

事業活動計算書
             （ 自 平成30年 4月 1日　　至 平成31年 3月31日 ）

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

101 その他の積立金取崩額(15)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

収

　

益

費

　

用

特

別

増

減

の

部

特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

費

　

用

科      目

サ
ー

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

収

　

益

050 その他の積立金積立額(16)

サ

ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

収

　

益

費

　

用

 


